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（詳細評価様式）

農業農村整備事業等事後評価地区別資料

都道府県名 埼玉県 関係市町村名 秩父市
ち ち ぶ し

事 業 名 県営ほ場整備事業 地 区 名 尾田蒔
お だ ま き

事業主体名 埼玉県 事業完了年度 平成１２年度

〔事業内容〕
事業目的： 本地区は、一級河川蒔田川沿岸の丘陵地帯に狭小不整形な田畑が混在する農業地帯

にある。地区の営農状況は、用水が蒔田川及び湧水に依存しているため慢性的に水不
足を起こし、排水が用排兼用の土水路なため排水不良を起こし、耕作道路が旧態依然
なため大型機械導入の妨げとなり、農業生産の障害となっていた。
このため、ほ場整備事業を実施し、用排水路、道路網が完備することにより、農業

生産基盤の整備が図られ、近代的営農方式の導入により、地域農業の生産性の向上と
農業経営の安定化を目指すことを目的としている。

受益面積：７３ｈａ（内水田３１ｈａ） 受益者数：２３５人
主要工事：区画整理７３ｈａ 整地工 ６８ｈａ 用水路工 ８．１ｋｍ（管水路）

排水路工 ８．１ｋｍ 道路工 １５．６ｋｍ
暗渠排水 ２８ｈａ

総事業費：１，１６９百万円 工 期：平成元年度～平成１２年度

〔項 目〕

ア 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化
（１） 作物生産効果

① 農産物価格の変化
本地区のにおける主要農産物である米、大豆類の価格（１ｋｇ当たり）は、事業計

画時点と事後評価時点で比較すると、多くの農産物が緩やかな下降傾向にあり、特に
米は２９１円から２１１円で約２７％、大豆は２５１円から２２８円で約９％、飼料
作物は１０５円から９１円で約１３％低下している。

② 作物作付け面積の変化
本地区では、水稲、小麦、大豆、飼料作物等を主に生産する計画で１１８％（８６

ｈａ の耕地利用率を目標としていたが 事後評価時点では約９０％の耕地利用率 ６） 、 （
４ｈａ）となっている。
また、農産物の事業計画時点と事後評価時点の作付け面積を比較すると、水稲は

２１ｈａに対し２０ｈａと約９５％となり、大豆は５ｈａに対し１３ｈａと約２６０
％の作付けとなり、きゅうり等の野菜は１５ｈａに対し９ｈａと約６０％の作付けと
なり、果樹は３ｈａに対し３ｈａと１００％の作付けとなっている。
なお、アンケート調査によれば、回答農家の約３割が「排水や用水改良によって栽
培条件が良くなり作付け面積が増加した 「まとまった面積を確保出来るようにな」、
った 「大型機械が使用できるようになった」等と評価している。」、

③ 収量の変化
本地区における主要農産物の収量（１０ａ当たり）を事業計画時点と事後評価時点

で比較すると、水稲は３１７ｋｇに対し３８７ｋｇと約１２２％の収量となり、大豆
は１５４ｋｇに対し１６３ｋｇと約１０６％の収量となっている。

（２） 営農経費節減効果
① 労働時間の変化

年間に必要な労働時間を事業計画時点と事後評価時点で比較すると、水稲は１０ａ
当たり６５時間に対して３３時間と約５０％、大豆は１０ａ当たり４１時間に対して
２１時間と約５０％と節減している。

② 機械経費の変化
年間に必要な機械経費を事業計画時点と事後評価時点で比較すると、水稲は１０ａ

当たり５０千円に対して３８千円と約２５％、大豆は１０ａ当たり５９千円に対して
１８千円と約７０％と節減している。

（３） 維持管理費節減効果
年間に必要な維持管理費を事業計画上では４，５９３千円を予定していたが、事後評

価時点では約１，０００千円と約７８％の節減が図られている。
イ 事業効果の発現状況
（１） 農業経営基盤の近代化

本事業によって区画整理や暗渠排水が計画どおりに整備され、耕作条件の向上を契機
に、水田の汎用化を活かした地域農業の推進を図るため、新たな農業機械等を導入した
認定農業者１６人を含む尾田蒔営農推進協議会によって、水田転作作物の大豆の大規模
栽培が行われ、農業経営基盤の近代化が進展している。
なお、アンケート調査によれば、回答農家の約６割以上が農道の整備によって 「出、

荷のトラックが大型化 「出荷や農作業の経路が短縮」等の運搬効率の向上を評価し」、
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ている。
（２） 地域を支える担い手の活躍

本地区に関係する寺尾、蒔田、田村地域では、平成１７年度時点で２３人の認定農業
者が地域の優良経営体として、地域農業を支えている。
また、平成１７年度時点で１４人のエコファーマー認定者が、有機質の投入による土

、 。づくりや減農薬・減化学肥料栽培により 安全で安心な農産物の提供に取り組んでいる
（３） 地産地消への取り組み

本地区に関係する寺尾、蒔田、田村地域では、大小あわせて９３戸の直売施設が設置
運営されており、これらの施設で農産物を販売している中で、多い人では５００万円以
上の販売額に達している人もいる。
これらの直売所には、本地区で生産されたキュウリ、なす、イチゴ、ほうれんそう等

の農産物も多数販売され地産地消に貢献している。
また、平成１７年度時点で１７戸の観光農園が設置運営されており、これらの施設で

イチゴ、ぶどう、プラム等を販売している中で、多い人では１，７００万円以上の売上
額に達している人もいる。

ウ 事業により整備された施設の管理状況
本事業によって整備された区画整理、暗渠排水等の確施設については、尾田蒔土地改良区組

合員によって、良好な管理がなされている。また、農業道路については、地元関係者による日
常的な清掃等が行われている。
また、アンケート調査によれば、回答農家の約３割以上が本事業によって 「水路の泥さら、

いや草刈りなど、維持管理の手間が少なくなった」と評価している。
エ 事業実施による環境の変化

、 「 」アンケート調査によれば 本事業によって 新たな美しい農村風景に生まれ変わったと思う
回答農家は約３割以上が農村景観を評価し 「通勤・通学など生活環境改善にも幅広く寄与し、
ていると思う」回答農家は４割以上が生活の利便性を評価している。

オ 社会経済情勢の変化
（１） 農家の兼業化・高齢化

（ ） 、 、本地区秩父市の高齢化 ６５歳以上 は 事業計画時点と事後評価時点で比較すると
人口６２，０３１人のうち１２％に対して人口５９，４９１人のうち２３％と大幅に高
齢化が進んでいる。
また、第１次産業人口は、事業計画時点と事後評価時点で比較すると、１，７６６人

に対して８６０人と約５１％激減している。
このような中、担い手農家の高齢化や兼業化が進み、地区全体では後継者不足の傾向

をみることが出来る。
（２） 農業算出額の減少

国内農産物価格の低迷や輸入農産物との価格競争による農産物価格下落は、農業就業
者の高齢化と併せて営農意欲を低下させる一因となっている。
本地区秩父市の農業算出額の推移は、事業計画時点と事後評価時点で比較すると、

２，４８１百万円に対して１，２６０百万円と約４９％減少している。
カ 今後の課題
（１） 農地の有効利用と担い手の育成

本事業の実施により整備された農地を有効に活用し継続的に事業の効果を発現させて
いくためには、更に担い手の育成を図ることが必要不可欠である。秩父市農業振興計画
等に沿って、優良な個別経営体、農業生産法人、集落営農組織等、多様な担い手の育成
を図り、担い手への農地の集積をより一層進めるなどの地域全体の農地の有効利用を目
指すことが必要である。

（２） 施設機能の維持と適正な管理
本事業により整備された施設は、尾田蒔土地改良区をはじめ秩父市によって適正な管

理が行われている。
今後は、既存の事業制度を十分活用し定期的な点検・機能診断を行い、施設の長寿命

化を図るほか、必要に応じて整備補修を実施するなど、更に施設機能を効率的に維持し
ていく必要がある。

事 後 評 価 結 果 本事業の実施により、大幅な社会情勢の変化の中で造成された施設は、土
地改良区、秩父市により適正に管理されており、農業基盤が改善され、経営
規模の拡大による生産性の向上など農業面の効果が発揮されてた。
しかし、農家の高齢化・兼業化など社会変化の中で、今後とも整備された

農地を有効に活用し、継続的に効果を発現させていくためには、担い手への
農地集積を一層進めるなど、地域全体の農地の有効利用を図る必要がある。

第 三 者 の 意 見

（注１ 「事後評価結果」欄は、項目の内容を総括して記入する。）
（注２ 「第三者の意見」欄は、第三者の意見のうち特記すべき内容について記入する。）



尾田蒔地区位置図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上空から見た尾田蒔地区の様子 
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凡例 

【写真①】整備前（蒔田地内） 

【写真②】整備後（蒔田地内） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真③】整備前（井森地内） 

【写真④】整備後（井森地内） 
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現在の状況写真 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真⑤】整備されたほ場での稲作の状況 【写真⑥】整備されたほ場での稲作の状況 

【写真⑦】大豆団地 【写真⑧】無人ヘリによる大豆の害虫防除 

【写真⑨】ぶどう畑 【写真⑩】地区を縦断する道路（蒔田地内） 
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